
条例の基本コンセプト（たたき） 

 

 

 

 

（１）聴覚障害に関し、全国に先駆けた取組を多く行ってきた京都府らしい条

例 

（２）手話の言語性を認めるとともに、聴覚障害のある人が使用する手話、要

約筆記、触手話等の多様なコミュニケーション手段を選択できる環境を

整備する 

（３）府民が、手話、要約筆記、触手話等の多様なコミュニケーション手段を

認識・理解し、聴覚障害のある人もない人も、安心していきいきと暮ら

せる地域社会づくりを目指す 

 

 

 

 

（１）手話は言語であることを認める 

（２）手話を獲得・習得・使用できる環境を整備する 

（３）府民が、ろう者、難聴者、盲ろう者等の障害を正しく理解し、多様なコ

ミュニケーション手段を認識し、普及する 

（４）ろう者、難聴者、盲ろう者等（加齢に伴い難聴等になった人等も含む。）

が安心して地域で暮らすための多様なコミュニケーション手段を確保す

る 

（５）普及啓発とともに、支援者の養成、民間活動の支援等を通じて、聴覚障

害のある人が、主体的に社会参加できる環境を整備する 

１ 条例のコンセプト 

２ 条例の基本理念 
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